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夏
休
み
ス
タ
ー
ト

　
感
動
体
験
の
共
有
を

　
い
よ
い
よ
子
ど
も
た

ち
待
望
の
長
期
休
暇
・

夏
休
み
が
明
日
21
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
壱

岐
で
は
幼
・
小
・
中
・

高
校
、
島
外
で
は
大
学

ま
で
が
長
期
間
の
休
み

に
入
る
だ
け
で
は
あ
る

が
、
こ
の
期
間
を
利
用

し
て
海
水
浴
な
ど
海
の

レ
ジ
ャ
ー
、
観
光
そ
し

て
帰
省
で
島
の
人
口
が

ぐ
っ
と
増
え
、
多
く
の

他
府
県
ナ
ン
バ
ー
の
車

を
見
か
け
る
よ
う
に
な

る
と
、
夏
休
み
に
入
っ

た
こ
と
を
毎
年
実
感
す
る
。

　
「
海
の
日
」
に
ち
な
む
先
の

３
連
休
は
、
梅
雨
末
期
の
悪
天

候
の
影
響
で
、
肝
心
の
日
が

ス
ッ
キ
リ
し
な
い
天
候
で
、
梅

雨
明
け
を
待
て
ず
に
海
水
浴
で

来
島
し
た
人
た
ち
に
話
を
聞
く

と
、
海
水
は
少
々
冷
た
い
も
の

の
、
仲
間
た
ち
と
来
た
の
で
楽

し
め
た
―
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

た
が
、
こ
の
週
末
は
今
の
と
こ

ろ
、
週
間
予
報
で
も
晴
れ
マ
ー

ク
に
な
っ
て
い
る
し
、
台
風
7

号
が
19
日
に
は
朝
鮮
半
島
に
上

陸
す
る
見
込
み
と
さ
れ
て
お
り
、

梅
雨
明
け
も
19
日
の
予
想
な
だ

け
に
、
「
島
の
夏
」
の
イ
メ
ー
ジ

通
り
の
天
候
に
な
り
そ
う
。

　
九
州
の
暑
い
夏
を
演
出
す
る

ク
マ
ゼ
ミ
の
鳴
き
声
を
、
梅
雨

の
晴
れ
間
が
広
が
っ
た
先
日
、

弁
天
崎
公
園
で
聞
い
た
。
我
が

社
の
周
り
で
は
ま
だ
あ
ま
り
聞

か
れ
な
い
が
、
こ
の
島
の
上
空

に
も
夏
の
青
空
が
広
が
り
、
あ

の
ギ
ラ
ギ
ラ
と
し
た
太
陽
が
照

り
付
け
る
様
に
な
れ
ば
夏
本

番
、
島
の
自
然
の
彩
が
際
立
つ

時
期
の
到
来
で
あ
る
。

　
夏
休
み
と
は
言
っ
て
も
、
最

近
は
塾
や
習
い
事
な
ど
で
、
島

と
い
う
特
別
な
場
所
に
住
ん
で

い
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
に
、

例
え
ば
親
子
で
ゆ
っ
く
り
と
ふ

れ
る
機
会
も
持
ち
づ
ら
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
環
境

省
主
唱
の
「
自
然
に
親
し
む
運

動
」
が
21
日
～
８
月
20
日
ま
で

の
１
か
月
間
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
や
環
境
保
全
活
動
な

ど
を
通
し
、
自
然
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
自
然
を
大
切
に
す

る
心
を
育
む
こ
と
な
ど
目
的
に

実
施
さ
れ
る
。

　
ま
だ
ま
だ
自
然
が
豊
か
だ
と

さ
れ
る
壱
岐
で
は
、
自
然
そ
の

も
の
が
当
た
り
前
に
日
常
の
中

に
あ
り
、
そ
の
貴
重
さ
や
美
し

さ
に
気
付
け
な
い
こ
と
も
、
案

外
多
い
の
で
は
な
い
か
。
す
ぐ

身
近
に
あ
る
自
然
を
た
と
え
ば

毎
日
、
今
ま
で
以
上
に
じ
っ
く

り
と
見
つ
め
観
察
し
、
変
化
に

つ
い
て
親
子
で
話
し
て
み
る
な

ど
、
夏
休
み
を
親
子
で
そ
ん
な

「
自
然
に
親
し
む
」
期
間
、
親

子
で
一
緒
に
素
敵
な
思
い
出
づ

く
り
の
期
間
に
し
た
い
も
の
で

あ
る
。

　
ま
た
こ
の
期
間
は
、
先
に
も

書
い
た
通
り
、
観
光
や
帰
省
な

ど
で
人
や
車
も
増
え
、
気
忙
し

さ
も
重
な
っ
て
く
る
だ
け
に
、

ル
ー
ル
順
守
と
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

で
交
通
安
全
に
取
り
組
み
た

い
。
さ
ら
に
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

の
時
期
で
も
あ
り
、
水
難
事
故

防
止
に
も
努
め
た
い
。
暑
さ
か

ら
く
る
過
労
に
も
注
意
し
て
、

こ
の
期
間
を
特
有
の
解
放
感
に

も
溺
れ
る
こ
と
な
く
、
無
事
故

で
心
身
と
も
に
元
気
に
過
ご

し
、
子
ど
も
た
ち
や
家
族
、
友

人
や
仲
間
ら
と
感
動
の
体
験
を

共
有
し
な
が
ら
、
心
に
残
る
期

間
と
し
た
い
。

◎
忌
明
寄
付

◎
日
曜
営
業

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

○
お
た
ん
じ
ょ
う

●
お
く
や
み

慶
　
　
弔

（
９
日
～
11
日
届
け
出
分
）

（
敬
称
略
）

暑さを吹き飛ばす熱戦
第60回大会に７５９人が出場

市民体育大会・夏季大会

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
が
体
験
教
室

22
日
に
開
催

「
会
長
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」

◎
工
事
入
札

　
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
市

体
育
協
会
（
松
永
裕
一
会
長
）
主

催
の
市
民
体
育
大
会
・
夏
季
大
会

が
15
日
に
開
か
れ
、
野
球
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
テ

ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
の
９
競
技
に

７
５
９
人
が
出
場
し
て
、
梅
雨
の

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
熱
戦

を
繰
り
広
げ
た
。

　
健
康
で
活
力
に
満
ち
た
市
民

の
育
成
を
目
指
し
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
と
競
技
力
の
向

上
を
図
り
、
相
互
の
親
睦
、
健

全
な
社
会
、
郷
土
の
建
設
を
―

と
毎
年
行
わ
れ
、
今
回
が
第
60

回
目
の
大
会
と
な
り
、
郷
ノ
浦

町
、
大
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
会

式
が
開
催
さ
れ
、
卓
球
に
出
場

の
郷
ノ
浦
体
協
、
市
山
豊
選
手

の
選
手
宣
誓
が
あ
り
、
選
手
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
移

動
、
今
大
会
に
向
け
て
積
ん
で

き
た
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
、
白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム
を
展

開
し
た
。

　
陸
上
、
剣
道
、
柔
道
、
空
手

道
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
５
競
技

に
よ
る
同
秋
季
大
会
は
10
月
21

日
、
郷
ノ
浦
町
、
大
谷
公
園
陸

上
競
技
場
、
同
体
育
館
。
同
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
、
壱
岐
高
校
武
道

館
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　
大
会
の
主
な
成
績
は
次
の
通
り
。

▼
野
球
①
芦
辺
②
勝
本

▼
卓
球
①
勝
本
②
芦
辺
③
石
田

④
壱
岐
商
業
高

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
▽
一
般
Ｆ
Ｐ

①
郷
ノ
浦
②
芦
辺
③
石
田
▽
壮

年
Ｓ
Ｐ
①
郷
ノ
浦
②
芦
辺
③
石

田
▽
一
般
女
子
①
芦
辺
②
勝
本

③
壱
岐
高
、
壱
岐
商
業
高

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▽
一
般
男
子

①
郷
ノ
浦
②
石
田
③
芦
辺
▽
同

女
子
①
壱
岐
高
②
壱
岐
商
業
高

③
郷
ノ
浦
▽
壮
年
①
郷
ノ
浦
②

芦
辺
③
石
田
▽
婦
人
の
部
①
石

田
②
郷
ノ
浦
③
芦
辺

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
▽
総
合
①
郷

ノ
浦
②
芦
辺
③
勝
本
▽
男
子
①

郷
ノ
浦
②
芦
辺
③
勝
本
▽
女
子

①
郷
ノ
浦
②
芦
辺
③
勝
本

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
▽
男
子

①
石
田
②
郷
ノ
浦

▼
サ
ッ
カ
ー
①
石
田
②
芦
辺
③

壱
岐
高

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
①
郷
ノ
浦
②

勝
本
③
芦
辺

▼
テ
ニ
ス
①
石
田
②
郷
ノ
浦
③

勝
本
④
芦
辺

▽
市
道
柳
川
楠
線
道
路
改
良
＝

１
４
、３
８
５
、０
０
０
円
・（
株
）

西
日
本
技
研

▽
沼
津
小
学
校
校
舎
耐
震
改
修

＝
２
４
、
９
９
０
、
０
０
０
円
・

（
株
）
倉
本
組

▽
勝
本
小
学
校
校
舎
耐
震
改
修

＝
５
７
、
２
２
５
、
０
０
０
円
・

（
株
）
山
内
組

▽
大
谷
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
専

用
球
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
＝

８
８
、９
８
７
、５
０
０
円
・（
株
）

松
本
建
設

▽
那
賀
小
学
校
校
舎
耐
震
改
修

＝
３
３
、
６
０
０
、
０
０
０
円
・

（
株
）
吉
川
建
設

▽
瀬
戸
小
学
校
校
舎
耐
震
改
修

＝
７
８
、
７
５
０
、
０
０
０
円
・

（
株
）
な
か
は
ら

▽
市
道
土
肥
田
線
道
路
改
良
＝

１
８
、２
１
７
、５
０
０
円
・（
株
）

シ
ン
セ
イ

▽
市
道
梅
津
線
道
路
改
良
＝

１
７
、３
０
４
、０
０
０
円
・（
株
）

大
芳
建
設

▽

石

田

地

区

簡

易

水

道

施

設

整

備
（

舗

装

）

＝

３
、

１
７
９
、
４
０
０
円
・
（
株
）
創

栄
建
設

▽

石

田

中

学

校

校

舎

耐

震

改

修
（

建

築

主

体

）

＝

９
４
、５
０
０
、０
０
０
円
・（
株
）

創
栄
建
設

▽
芦
辺
漁
港
小
規
模
改
修
（
道

路
補
修
）
＝
５
１
０
、０
０
０
円
・

（
有
）
辻
工
務
店

▽

刈

田

院

地

区

計

画

変

更

資
料
作
成
業
務
委
託
＝
５
、

４
０
０
、
０
０
０
円
・
内
外
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
株
）
長
崎
営

業
所

▽
新
郷
ノ
浦
港
線
街
路
改
良
（
建

物
事
後
調
査
業
務
委
託
）
＝
１
、

８
８
０
、
０
０
０
円
・
西
日
本
開

発
（
株
）

▽
大
島
漁
港
生
産
基
盤
整
備

（
資
料
作
成
業
務
委
託
）
＝

１
０
、４
０
０
、０
０
０
円
・（
株
）

新
栄
設
計
事
務
所

▽

一

般

県

道

郷

ノ

浦

芦

辺

線

交

通

安

全

施

設

等

整

備

（

建

物

調

査

委

託

）

＝

１
、

５
０
０
、
０
０
０
円
・
（
株
）
重

野
設
計
事
務
所

▽
刈
田
院
地
区
水
質
調
査
業
務

委
託
＝
６
、９
７
８
、０
０
０
円
・

西
部
環
境
調
査
（
株
）

▽
八
幡
地
区
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
＝
５
５
、５
５
５
、０
０
０
円
・

立
山
建
設
（
株
）

▽

一

般

国

道

３

８

２

号

交

通

安

全

施

設

等

整

備

＝

８
、

４
７
６
、０
０
０
円
・
（
株
）
大
拓

▽
主
要
地
方
道
勝
本
石
田
線
舗

装
補
修
＝
４
、
３
３
４
、
０
０
０

円
・
壱
岐
土
木
工
業
（
株
）

▽
基
礎
調
査
（
区
域
設
定
）

業

務

委

託
（

そ

の

１
）

＝

１
５
、０
０
０
、０
０
０
円
・（
株
）

大
信
技
術
開
発

▽
基
礎
調
査
（
区
域
設
定
）

業

務

委

託
（

そ

の

２
）

＝

３
０
、０
０
０
、０
０
０
円
・（
有
）

吉
川
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

▽
一
般
県
道
初
瀬
印
通
寺
線
道

路
災
害
防
除
（
測
量
委
託
）
＝
３
、

５
８
８
、
０
０
０
円
・
（
株
）
壱

岐
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

▽
主
要
地
方
道
郷
ノ
浦
港
線
橋

梁
補
修
（
調
査
設
計
委
託
）
＝
４
、

３
８
０
、
０
０
０
円
・
ア
イ
総
合

技
術
（
株
）

▽
壱
岐
管
内
海
岸
自
然
災
害

防
止
（
測
量
委
託
）

＝
１
、

８
３
３
、
０
０
０
円
・
（
株
）
壱

岐
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

▽

大

島

漁

港

生

産

基

盤

整

備
（

１

工

区

）

＝

４
７
、８
０
０
、０
０
０
円
・（
株
）

三
槻
組

▽
一
般
県
道
郷
ノ
浦
芦
辺
線

交

通

安

全

施

設

等

整

備

＝

２
０
、
６
６
５
、
０
０
０
円
・
中

央
産
業
（
有
）

【
７
月
29
日
】

▼
郷
ノ
浦
町
▽
辻
川
石
油
▽
永

富
石
油

▼
勝
本
町
▽
村
川
石
油
▽
江
見

石
油

▼
芦
辺
町
▽
中
野
石
油
▽
市
山

石
油

▼
石
田
町
▽
江
口
石
油

＊
22
日
営
業
予
定
の
勝
本
町
、

町
田
石
油
は
都
合
に
よ
り
休
業

に
な
り
ま
す
。

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
辻
本
サ
エ
子
さ
ん
（
74
）
志

原
西
触

▽
渡
邊
正
人
さ
ん
（
88
）
郷
ノ
浦

▽
西
川
森
さ
ん
（
90
）
東
触

【
勝
本
町
】

▽
市
山
勝
子
さ
ん
（
83
）
本
宮

南
触

▽
長
谷
川
實
留
さ
ん
（
78
）
湯

本
浦

【
芦
辺
町
】

▽
大
寳
ウ
エ
ノ
さ
ん
（
99
）
国

分
当
田
触

【
郷
ノ
浦
町
】
　

▽
井
元
樹
菜
（
じ
ゅ
な
）
ち
ゃ

ん
／
宗
治
・
若
松
触

▽
芦
辺
町
中
野
郷
仲
触
、
山
川

わ
か
よ
（
亡
姉
亀
井
真
貴
子
）・

市
社
協
勝
本
事
業
所
、
西
戸
触

公
民
館
、
同
触
寿
会
、
市
立
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

▽
勝
本
町
勝
本
浦
、
立
石
和
行

（
亡
母
ミ
ツ
子
）・
市
社
協
勝
本

事
業
所
、
仲
折
公
民
館
へ

渡
良
が
優
勝

第
28
回
郷
ノ
浦
町
球
技
大
会

　
第
28
回
郷
ノ
浦
町
球
技
大
会

が
各
競
技
場
で
町
内
６
地
区
対

抗
で
開
か
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
優
勝

し
た
渡
良
が
総
合
で
優
勝
し

た
。
準
優
勝
は
初
山
、
３
位
・

武
生
水
。
大
会
で
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
が
行
わ
れ
た
。

　
主
な
成
績
は
次
の
通
り
。

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▽
フ
リ
ー
①

初
山
②
渡
良
③
武
生
水
▽
年
齢

制
限
①
初
山
②
渡
良
③
武
生

水
、
沼
津
▽
女
子
①
渡
良
②
志

原
③
武
生
水
、
沼
津

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
▽
フ
リ
ー
①

武
生
水
②
渡
良
③
沼
津
、
初
山

▽
年
齢
制
限
①
初
山
②
柳
田
③

武
生
水
、
沼
津

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
①
渡
良
②
柳

田
③
志
原

　
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
主
催

の
「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
体
験
教

室
」
が
８
月
５
日
午
前
９
時
半

か
ら
、
郷
ノ
浦
町
、
大
谷
体
育

館
で
開
か
れ
る
。

　
当
日
は
、
ル
ー
ル
や
基
本
的

な
打
ち
方
を
簡
単
に
紹
介
し
た

後
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
。
当
日
は

熱
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

熱
中
症
対
策
を
心
が
け
、
上
着

の
着
替
え
を
考
え
て
い
た
方
が

良
い
と
い
う
。
ま
た
、
運
動
で

き
る
服
装
で
の
参
加
が
望
ま
れ

て
お
り
、
ゲ
ー
ム
時
の
ジ
ー
ン

ズ
は
不
可
。
持
参
す
る
も
の
と

し
て
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
っ

て
い
る
人
は
ラ
ケ
ッ
ト
。

　
参
加
は
無
料
で
、
対
象
は
市

内
中
学
生
で
、
定
員
は
先
着
40

人
で
9
日
か
ら
受
け
付
け
て
い

る
。
同
教
室
に
つ
い
て
詳
し

く
は
同
協
会
事
務
局
・
吉
川

栄
次
さ
ん
（
電
話
０
９
０
―

８
４
１
１
―
９
７
２
８
Ｆ
Ａ
Ｘ

47
―
０
４
８
１
）
へ
。

　
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
松
永

泰
裕
会
長
）
主
催
の
「
会
長

杯
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」
が
22

日
午
前
９
時
か
ら
、
郷
ノ
浦

町
、
大
谷
体
育
館
と
石
田
町
、

筒
城
ふ
れ
あ
い
体
育
館
で
開

か
れ
る
。

　

大

会

へ

の

参

加

費

は

３
０
０
０
円
で
、
申
し
込
み

や
問
い
合
わ
せ
な
ど
詳
し
く

は
同
協
会
フ
ッ
ト
サ
ル
部
長
・

長
島
さ
ん
（
電
話
０
９
０
―

９
５
６
５
―
５
２
９
４
）
へ
。


